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幹 事 報 告 石山　祐介 幹事

　梅木直美さん本日はようこそいらっしゃいました。
１． 22日㈰は次年度の地区協議会が開催されました。ご参加してく
ださった会員の方有難うございました。

２．本日例会後に地下１階シャトレーヌにてクラブ協議会を開催し
ますので、大小委員長はお残りください。

３．次の例会は５月８日㈫の西川町出羽屋へ旬の山菜料理例会とな
ります。12時現地集合か、バスで行く方は11時にパレスグラン
デールの第４駐車場にお集まりください。

第2212回例会 2018-４／24（火）天気（雨）

ニコニコBOX　宮舘　順治 君
伊勢　和正君　花見例会・地区協議会・中津RC訪問例会などへの

ご協力ありがとうございました。
石山　祐介君　花見例会・地区協議会・中津RC訪問例会などへの

ご協力ありがとうございました。
金子　靖二君　22日の地区協議会への道中、武田両先輩からご指

導賜り、また20名の参加ありがとうございました。
武田　和夫君　間もなく新しいエレクトが誕生することを楽しみにしております。
大久保章宏君　中津RC参加できなくてとても残念です。瀧さんとは

同期として頑張ろうと密に連絡を取っています。
伊藤　　誠君　姉妹クラブ委員長として、無事に中津RC訪問ができ

たことに感謝いたします。
武田寿美男君　地区協議会に参加し、久々にRCをどっぷり満喫できた一日でした。

武田　秀則君　中津RC訪問時、やまなみハイウェイからみた阿蘇五
峰はお釈迦様の寝姿という事で素晴らしい景色でした

谷口　義洋君　パレスグランデール北駐車場の一角にオープンする
ジョインさんのチャイニーズレストランを千歳建設で
施工させていただくことになりありがとうございまし
た。ご利用お願いいたします。

宮舘　順治君　各行事で、八千代観光バスをご利用いただき、あり
がとうございました。

４月度臨時理事会
〈報告・確認事項〉
　５月26日の米沢RC60周年祝賀会へは３名で参加します。
〈協議事項〉
１．新入会員の件　山形タクシー　那須尚平氏承認
２．ロータリー地域社会共同体結成の件
　山形ALS支援ボランティアグループの結成承認

鯵の叩き、うるいのお浸し、
牛肉と筍煮、鮪つけ焼き、
ご飯、味噌汁、お新香

　皆さんこんにちは。山形の桜も残念な
がら葉桜となりましたが、これからは初鰹
新緑の季節到来です。次回の例会は西川
の出羽屋で山菜料理に舌鼓です。宜しけ
れば奥様もご一緒に奮ってご参加下さい。
さて、先週は姉妹クラブ伊藤委員長を団
長に中津を訪問致しました。ただ前日は目
に青葉どころか目の前は大雨で凄く寒かっ
たですが、太宰府天満宮と九州国立博物

館そして復興途中の熊本城の見学を挙行しました。今後　完成ま
では30年の歳月を要するとの事で大変ですが頑張って欲しいも
のです。夜の泊まりは阿蘇山の麓黒川温泉・日本秘湯の会の「山
河」に宿泊。お風呂が７つもあって久方ぶりにゆったりした一日
を過ごさせて頂き、一行全員で楽しい思い出を作ることが出来ま
した。翌日は九重町の日本一の夢大吊橋を観光し、あまりの高さ

に足がグラグラでビビってしまいました。その後中津ロータリー
クラブさんの例会に出席し、もう大変な歓待を受けました。拍手
喝采でお出迎えを受け、特別に美味しい料理の接待、その後そ
れぞれ自己紹介をしながら新旧の交流を温めました。最後には全
員にお土産を頂いてしまい、中津さんみんなが手を振って我らが
バスをお見送り頂く様には、なんか心にジ～ンとくるものがあり
また来年是非お逢いしたいものだと感じ入りました。なお熊谷次
年度幹事からは来年５月に山形への訪問を要請し、また10月に
は大久保ガバナーの地区大会へのご招待、11月には中津さんの
会員瀧満ガバナーの地区大会への参加のお約束を致しました。
なんか来年は行ったり来たりの大変忙しい年になりそうですね。
　ご報告ですが、中津さんはメイク料もニコニコも一切要りませ
んと受け取らず、あまりにも困ってしまい帰省後に雪満々を四升
お礼のしるしとしてお贈り致しました。ご参加の皆さん大変ご苦
労様でした。



◇５月の記念日◇
会員誕生日　金森　正耕 君・鈴木　利明 君
結婚記念日　長谷部成昭 君・石山　祐介 君・川合　賢助　君
　　　　　　宮舘　順治 君・三沢　　寛　君・武田　秀則 君
　　　　　　武田　和夫 君・矢尾板信孝　君
奥様誕生日　寺﨑　利彦 君・菊地　賀治 君・青山治右衛門　君
　　　　　　木村　政則 君・武田　秀則 君
企業創立記念日　石山　祐介 君・鈴木　正則 君・木村　政則 君
　　　　　　伊勢　和正 君

本日出席・前回修正出席
会員総数

（中　津）伊勢  和正 　石山  祐介 　伊藤  　誠 　神﨑  祐子 　菊川  　明　
　　　　　工藤  　毅 　熊谷  昌和 　鉄　  浩二 　佐藤  直人 　武田  秀則
　　　　　谷口  義洋 　土田  貴英 　布施  富将 　間木野仁美
（山　形）遠藤  幸司 　鈴木  崇弘 　土肥  成二
（山形東）鈴木  正則

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

他クラブで
メークアップ
された会員

５４名
５４名

３６名
４６名 97.87％４７名

※本日の結果は２週間後に報告※修正は２週間前の結果報告　出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは？　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは？　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

ゲスト卓話

梅　木　直　美 氏
こけし工人

　皆様こんにちは。ただいまご紹介に預かりました私山形で蔵王高
湯系のこけしを継承しております梅木直美と申します。私は、山形
ヤナセに勤めておりまして、そこで金子さんとか石山さんのご縁を
いただきましてこの場に立たせていただいております。
　実はこけし業界では全国に色んなこけしの愛好会があります。東
京には東京こけし友の会。伊勢こけし会。群馬こけし会。お隣宮城県
には青葉こけし会というこけしの愛好家さん達が作っている会が
ございまして、紹介されまして口コミで広がっていきました。
　そこから少しずつ休みの時にこけしを作ると言う生活が始まり現
在に至っております。おかげさまで口コミでどんどん広がっていき
まして休みのたびにこけしを作ると言うことをしていたんですが、た
だ会社を辞めて専業になると食べていけないと言うそんな頭でお
りました。
　なぜ自分はこけしの世界に取り組むようになったんだろうと考え
ました。実はうちの父親には口癖があります。毎日晩酌をする都度
こけし屋ほど恵まれた仕事はないと言うんです。私は横浜高島屋に
行ったり京都高島屋に行ったりそれからこけし祭りに参加しており
ますと全国でこけしの愛好家さんがいつも待っていてくれるんです
ね。本当にこけしの愛好家さん達が暖かく迎えてくださるんです
ね。山形物産展でいろいろなところに行くんですけれども食品と工
芸と別れているんです。全国各地に行くとご飯を一緒に食べましょ
うと待っていてくれてそんな風に設定をしてくださる工芸店ってホ
ントにないんです。私たちこけし屋が歓迎されいろいろな愛好家さ
ん達が本当に待っていてくれると言うことを小さな時から父に聞き
育ってまいりました。そしてそれが私の心の中にずっと残っている
のかなあとそんなふうに思っております。愛好家さんていうのはも
のを買うと言うと普通１つのものを買ってそれで終わりだと思うん
です。でもこけしは収集し始めると何10本何100本多い方では何
千本と広がっていくんですね。私がやっているのは伝統こけしと言
いまして父がやっているのと全くおんなじものを私も書いておりま
す。ちょっとでも目が離れていたりすると師匠である父に怒られま
す。目と目が離れたりまゆと目が離れたりしていても怒られます。事
細かに注意されながらここまでやってまいりました。伝統を守ると
言う事はそういうことなんですね。自分の方でちょっとここは派手に
しようかな。ちょっと目を大きくして可愛くしようかなとかそういう
のは一切ダメなんです。じゃあなんでおんなじものなのにこれほど
愛されるのか？まずは手書きであると言うことで一つ一つ表情が違
います。そして同じものではあるものの父が作る作品と私が作る作
品では微妙に違いが出てきます。それで愛好家さんはそれを楽し
んでくれるんです。私が１番最初に書いたこけしは目が曲がってい
たり鼻が曲がっていたり本当にへたくそなんですけれどもそれが初
作と言ってとても喜んでくださるんです。それで10何年たっても
集めてくださってその成長過程を楽しんでくださっているんです。
この頃はおぼつかなかったけれどもずいぶん上手になったね～。最
近は一味が出てきたねとそんなふうにお客様が私の成長過程を楽
しんで下さる。そして、父の作品と私の作品を見比べて、また楽しん
で下さると言うそういった奥深さがあるんです。
 こけしは染料を使います。実は染料と言うものは光に弱くて、光に
当てているとどんどん色が飛んで色が薄くなってしまうんです。逆
に白い木はだんだん艶が出て黒くなっていきます。そういった木の
変化も楽しいむことができるんです。色は単純に赤、黒、緑、黄色、
紫なんですけれども、１番最後に残るのが墨の色の黒と赤なんで
す。緑と言うのは本当に書いてあるかどうかわからない色なんです
けれども、そんな無くなった模様にですら思いを馳せてここにはこ
んな葉っぱがあったんじゃないかしらとか、そんなふうにわびさびを
楽しんでもらえる。それが愛好家さん達の楽しみなんですね。で普
通は１つだったら十分と言うものを、何年も長く愛してくださる。そ
れが愛好家さんで、私たちこけし工人と愛好家さんの間にそういっ
た、心のつながりがありまして、そういったものをずっと父から聞い

ておりましたので、この仕事についたように感じております。ある時
電話が鳴りまして、テレビ朝日さんからでした。人生の楽園と言う番
組に、出てもらえないかと言う電話だったんです。もちろん私はま
だまだ半人前ですので父である師匠に相談をしたところ、ダメだと
言うことでお断りをしたんです。ですがテレビ局さんは何年でも待
ちますからと言ってくださってまたお電話を差し上げますと言うこ
とで実は１年間待っていただきました。ずっとずっとお断りしてお断
りして、それでも根気強く何ヶ月に１回かお電話を下さり、ある時ま
た電話が来たんですけれども、ちょうどたまたまその時私の姉の子
供の姪っ子が近くにおりまして、また電話がきたよどうすると言った
ら断れって言うんですね。そしたら姪っ子が贅沢だねぇ出たくても
出られない人いっぱいいるのにと言うふうに言ったんです。私の知
り合いでも人生の楽園に取材こないかなーなんて言っている人が
いるのに贅沢だよなんて孫がそんなことをポロリと言いましたら、
師匠も心が変わったらしく、その次電話時に、オーケーと言う話に
なって、テレビ放送と言うことになりました。のちに聞いてみました
ところやはり人生の楽園に出たい方はかなりいるらしく大きなコネ
を使って出してもらえるようにいろんなやはりそーゆー要請が来る
らしいんですけれども番組スタッフさんのポリシーと言うのは絶対
に自分たちで見つけるというのがあって、そーゆー圧力には絶対に
屈しないこととそーゆーことをモットーに掲げて一生懸命番組を
作っているそうなんです。そーゆー番組に出させていただいたと言
うことが本当にありがたく本当に人生のご褒美をもらったなと思っ
ております。そんなこともありこけしを継いで、変わったことという
のはテレビに出たこととかもありますが、１番大きく変わったのは私
のこの体なんです。実はこけしをこけしコンクールに出品するんで
すけれども審査員の方々から、いつも私のこの手を見てこけし屋の
手じゃないって言われてたんですね。勤めながらだったので描才し
かやっていなかったのでロクロやってなかったんですね。指が細く
て職人の手じゃないっていつも怒られていたんです。ところが会社
を辞めまして材木運びから、ロクロに向かうことになりまして年が明
けてすぐからこの親指の関節が痛くなりました。そして人差し指中
指何の痛みか分からなくて、歳のせいだろうなぁと思っていた時に
11月に山形でみちのくこけし祭りというのがあったんです。その時
審査員の先生から言われて初めて気が付いたんですが、やっとこけ
し屋の指になったね、太くなったって言われてみたら指がとても太く
なっていたんです。で小指まで行って初めて成長痛と言うのでしょ
うか？！骨が変化して指が太くなって体が職人の体になっているんだ
なというのが初めてそこでわかりました。指が太くなったら今度は
方体に来まして肩幅がなんか大きくなったと言うのでしょうか？！あ
るとき全身の体を見たときに誰だろうこの体と思った位にたくまし
くなっていて女性としてはちょっとなんですがこの歳になっても体
は変化していくんだなと思ったところです。
　こけしはどうしてこんなに人から愛されるんだろうかなぜ私はこ
けしをやっているんだろうかとずっと疑問に思っていたんです。実
は会社を辞める前から古事記の勉強会に参加しておりまして日本
書紀、古事記というのがあるんですけれども、古事記から大和魂、日
本の心を学ぼうという勉強会に月に１回ずっと１回参加しておりま
して古事記を勉強しながら、古の日本人としての生き方日本人の
魂、そんなものをずっと勉強してまいりました。専業になって初めて
こけしというのは、私にとって使命なんだなと初めて感じたんです。
私たちは生活していく上でもちろん機嫌が良い時もあれば落ち込
んだりする時もあります。ふてくされていることもあるんですけれ
どももともと赤ちゃんていうのは本当に無垢で誰からも愛される状
態で、もともと人間はそうやって生まれてきたのにずっと生きてい
る間にいろんなことがあって本当はみんな誰しも明るい気持ちを
持っているのに、ただそれに蓋をされて見えなくなってまったりしま
す。それを表に出せば誰だって素晴らしい明るい人間になれる。と
言う事でそのきっかけがこけしになるんじゃないかなと思ったんで
すね。こけしを見たときに癒されるっていうのは、疲れて帰ってきて
こんな顔をしていてもふっとこけしを見て和らいだ時に本来の自分
に立ち返る。まぁそう言うものを私が作るこけしで人を明るくした
り、そんな気持ちを戻すきっかけになることができれば一生懸命こ
の仕事をしていきたいなーってそんなふうに感じて今はこの仕事
をしています。それは多分私はたまたまこけしだっただけで、ヤナセ
にいた時は車を間違わずに登録するとか、それぞれ与えられた仕事
を今どうやっていろんな方に貢献していくか。ということを今いろ
いろ学びながら、そんな風にこけしを考えております。日本人の心
というものを学んでいます。こけし作りを通して皆さんのお役に少
しでも立てればいいなと思っております。本日は拙い話を聞いてい
ただき、どうもありがとうございました。

こけしを継いで
　　気づいたこと
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